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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】誤嵌合を防止でき、プラグコネクタおよびレセ
プタクルコネクタを嵌合させる際に、コンタクトに損傷
を与えることなくスムーズに嵌合でき、加えてプラグコ
ンタクトの保護機能の高い電気コネクタを提供する。
【解決手段】プラグコネクタは、レセプタクルコネクタ
との挿抜方向に延する囲い壁とを有する。レセプタクル
コネクタは、囲い壁内に嵌合可能な嵌合凸部３２０とを
有する。囲い壁は、対向する２つの長辺側側壁２４３，
２４４のうち一方２４３にのみ、短辺側側壁に隣接した
両端部を残して他方の長辺側側壁２４４へ向けて傾斜壁
部２４３ａを経て窪んだ凹面壁部２４３ｂが形成されて
いる。嵌合凸部３２０は、挿抜方向に直交する断面にて
略長方形であり、対向する２つの長辺側側壁面のうち一
方にのみ、短辺側側壁面に隣接した両端部を残して他方
の長辺側側壁面へ向けて傾斜面を経て窪んだ凹面部が形
成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相互に挿抜可能に嵌合するプラグコネクタおよびレセプタクルコネクタを備える電気コ
ネクタであって、
　前記プラグコネクタは、所要数のプラグコンタクトと、前記レセプタクルコネクタとの
挿抜方向に沿って延在し前記所要数のプラグコンタクトを纏めて囲繞する囲い壁とを有し
、
　前記レセプタクルコネクタは、プラグコネクタおよびレセプタクルコネクタの相互嵌合
時に前記プラグコンタクトと接触する所要数のレセプタクルコンタクトと、該所要数のレ
セプタクルコンタクトを保持し、前記プラグコネクタの前記囲い壁内に嵌合可能な嵌合凸
部とを有し、
　前記プラグコネクタの前記囲い壁は、挿抜方向に直交する断面にて略長方形であって対
向する２つの短辺側側壁と対向する２つの長辺側側壁とを有し、前記対向する２つの長辺
側側壁のうち一方にのみ、短辺側側壁に隣接した両端部を残して他方の長辺側側壁へ向け
て傾斜壁部を経て窪んだ凹面壁部が形成され、
　前記レセプタクルコネクタの前記嵌合凸部は、挿抜方向に直交する断面にて略長方形で
あって対向する２面の短辺側側壁面と対向する２面の長辺側側壁面とを有し、前記対向す
る２面の長辺側側壁面のうち、プラグコネクタおよびレセプタクルコネクタの相互嵌合時
に前記凹面壁部が形成された前記長辺側側壁に対面することになる長辺側側壁面にのみ、
短辺側側壁面に隣接した両端部を残して他方の長辺側側壁面へ向けて傾斜面を経て窪んだ
凹面部が形成されていることを特徴とする電気コネクタ。
【請求項２】
　前記嵌合凸部の頂面に、前記レセプタクルコネクタを前記プラグコネクタに対して斜め
方向から挿入しようとした際に、前記凹面壁部と前記他方の長辺側側壁との間に入り込ん
でレセプタクルコネクタを正規の嵌合開始位置まで導くガイド突起を有することを特徴と
する、請求項１に記載の電気コネクタ。
【請求項３】
　前記ガイド突起は、前記短辺側側壁面に沿う方向を幅方向としてその幅方向両端部に、
先細り形状とする斜面をそれぞれ有することを特徴とする、請求項２に記載の電気コネク
タ。
【請求項４】
　前記嵌合凸部は、前記レセプタクルコンタクトを保持する電気絶縁性のブロック部と、
該ブロック部の側面を取り囲み、前記長辺側側壁面および前記短辺側側壁面を構成する導
電性のレセプタクルシェルとを有することを特徴とする、請求項１から３までのいずれか
一項に記載の電気コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、相互に挿抜可能に嵌合するプラグコネクタおよびレセプタクルコネクタを備
え、電気機器や電子機器、通信機器等に使用される電気コネクタに関し、特に、誤嵌合を
防止でき、両コネクタを嵌合させる際に、コンタクトに損傷を与えることなく、スムーズ
に嵌合できる構造の電気コネクタを提案しようとするものである。
【背景技術】
【０００２】
　電気コネクタの中には、プラグコネクタとレセプタクルコネクタとからなり、一方のコ
ネクタを基板上に実装し、他方のコネクタを他の基板上に実装し、両基板の実装面同士を
対向させて両コネクタを嵌合させることで基板間を接続するものがある。
【０００３】
　図１３（ａ）は、この種の従来の電気コネクタを示しており、この電気コネクタは、相
互に着脱可能に嵌合するプラグコネクタ１およびレセプタクルコネクタ４からなり、プラ
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グコネクタ１は、所要数のプラグコンタクト３と、電気絶縁性材料からなり該所要数のプ
ラグコンタクト３を挿抜方向に沿って保持するベース１０と、プラグコンタクト３を纏め
て囲繞して保護するプラグシェル２とから構成されている。一方、レセプタクルコネクタ
４は、所要数のレセプタクルコンタクトと、電気絶縁性材料からなり該所要数のレセプタ
クルコンタクトを保持しプラグシェル内に嵌合されるブロック部５０とブロック部５０を
保持するベース部４０とから構成されている。
【０００４】
　図１３（ａ）で示す電気コネクタにおいては、プラグコネクタ１とレセプタクルコネク
タ４の誤嵌合（間違った向きでの嵌合）を防止する目的で、プラグコネクタ１とレセプタ
クルコネクタ４の嵌合部は全体として平面視で台形に形成されている。この電気コネクタ
において、プラグコネクタ１とレセプタクルコネクタ４とを嵌合するには、レセプタクル
コネクタ４のブロック部５０をプラグコネクタ１のプラグシェル２内に嵌め込めばよい。
しかしながら、ブロック部５０はプラグシェル２よりも小さく形成されているので、図１
３（ｂ）に示すように、プラグシェル２内にブロック部５０を斜め方向からでも挿入する
ことができてしまう。このように斜め方向から挿入すると、ブロック部５０がプラグコン
タクト３に当たり、プラグコンタクト３が折れ曲がるという不具合を生じることがあった
。
【０００５】
　この問題に鑑み、ブロック部の斜めからの挿入があっても、嵌合相手のコンタクトに損
傷を与えないようにした電気コネクタが特許文献１で提案されている。
【０００６】
　この電気コネクタは、ソケット側コネクタのブロック部をほぼ四角ブロック部状にし、
該ブロック部の長手方向端部の左右に、左右厚みの異なる張りを設けるとともに、プラグ
側コネクタの囲いを、ソケット側ブロック部の両端に設けられた張りの厚み寸法に合わせ
た長さとしたものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】実開平５－６９８７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１で提案される従来の電気コネクタでは、プラグ側コネクタの
囲いはプラグコンタクトの側方のみにしか形成されておらず、その長手方向両端側は開放
されているため、プラグコンタクトの保護機能が不十分であるとともに、囲いの強度が弱
かった。また、ソケット側コネクタのブロック部に設けられた張りが直角に突出している
ので、張りと囲いとの当接によってソケット側コネクタの斜め挿しが防止された状態にて
、正規の嵌合位置までソケット側コネクタを長手方向にスライドさせていくと、ソケット
側コネクタが正規の位置に達した時点でプラグ側コネクタに突如に嵌まり込む結果、その
際の衝撃でコネクタに傷が付く虞があった。
【０００９】
　本発明は、上記従来技術の問題を解消し、誤嵌合を防止でき、プラグコネクタおよびレ
セプタクルコネクタを嵌合させる際に、コンタクトに損傷を与えることなくスムーズに嵌
合でき、加えてプラグコンタクトの保護機能の高い電気コネクタを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、相互に着脱可能に嵌合するプラグコネクタおよびレセプタクルコネクタを備
える電気コネクタであって、上記目的を達成するため、前記プラグコネクタは、所要数の
プラグコンタクトと、前記レセプタクルコネクタとの挿抜方向に沿って延在し前記所要数
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のプラグコンタクトを纏めて囲繞する囲い壁とを有し、前記レセプタクルコネクタは、プ
ラグコネクタおよびレセプタクルコネクタの相互嵌合時に前記プラグコンタクトと接触す
る所要数のレセプタクルコンタクトと、該所要数のレセプタクルコンタクトを保持し、前
記プラグコネクタの前記囲い壁内に嵌合可能な嵌合凸部とを有し、前記プラグコネクタの
前記囲い壁は、挿抜方向に直交する断面にて略長方形であって対向する２つの短辺側側壁
と対向する２つの長辺側側壁とを有し、前記対向する２つの長辺側側壁のうち一方にのみ
、短辺側側壁に隣接した両端部を残して他方の長辺側側壁へ向けて傾斜壁部を経て窪んだ
凹面壁部が形成され、前記レセプタクルコネクタの前記嵌合凸部は、挿抜方向に直交する
断面にて略長方形であって対向する２面の短辺側側壁面と対向する２面の長辺側側壁面と
を有し、前記対向する２面の長辺側側壁面のうち、プラグコネクタおよびレセプタクルコ
ネクタの相互嵌合時に前記凹面壁部が形成された前記長辺側側壁に対面することになる長
辺側側壁面にのみ、短辺側側壁面に隣接した両端部を残して他方の長辺側側壁面へ向けて
傾斜面を経て窪んだ凹面部が形成されていることを特徴とするものである。
【００１１】
　なお、本発明の電気コネクタにあっては、前記嵌合凸部の頂面に、前記レセプタクルコ
ネクタを前記プラグコネクタに対して斜め方向から挿入しようとした際に、前記凹面壁部
と前記他方の長辺側側壁との間に入り込んでレセプタクルコネクタを正規の嵌合開始位置
まで導くガイド突起を有することが好ましい。
【００１２】
　また、本発明の電気コネクタにあっては、前記ガイド突起は、前記短辺側側壁面に沿う
方向を幅方向としてその幅方向両端部に、先細り形状とする斜面をそれぞれ有することが
好ましい。
【００１３】
　さらに、本発明の電気コネクタにあっては、前記嵌合凸部は、前記レセプタクルコンタ
クトを保持する電気絶縁性のブロック部と、該ブロック部の側面を取り囲み、前記長辺側
側壁面および前記短辺側側壁面を構成する導電性のレセプタクルシェルとを有することが
好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の電気コネクタにあっては、レセプタクルコネクタをプラグコネクタに接続する
に際し斜めに挿入しようとすると、レセプタクルコネクタの嵌合凸部が、囲い壁の、凹面
壁部によって縮幅された部分上端に当接して囲い壁内への進入が規制されるので、レセプ
タクルコネクタの斜め挿しによるプラグコンタクトの折れ曲がりや破損は防止される。ま
た、プラグコネクタの囲い壁は、閉断面形状を有するので、強度が高くプラグコンタクト
の十分な保護機能を確保することができる。さらに、囲い壁の対向する２つの長辺側側壁
のうち一方にのみ凹面壁部を形成したので、左右非対称形状とすることができ、プラグコ
ネクタとレセプタクルコネクタの誤嵌合を防止することができる。加えて、囲い壁の長手
方向端部と凹面壁部との間に傾斜壁部を設けたので、レセプタクルコネクタを正規の嵌合
開始位置までスライドさせる際に、嵌合凸部が囲い壁に突如に嵌まり込むのを防止するこ
とができ、レセプタクルコネクタをプラグコネクタにスムーズに嵌合させることできる。
【００１５】
　したがって本発明によれば、誤嵌合を防止でき、プラグコネクタおよびレセプタクルコ
ネクタを嵌合させる際に、コンタクトに損傷を与えることなくスムーズに嵌合でき、加え
てプラグコンタクトの保護機能の高い電気コネクタを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、本発明の一実施形態のプラグコネクタおよび本発明の一実施形態のレセ
プタクルコネクタを備える本発明の一実施形態の電気コネクタを、プラグコネクタおよび
レセプタクルコネクタの非嵌合状態（挿入前または抜去後の状態）で示した斜視図である
。
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【図２】図２は、図１の電気コネクタを異なる角度から示した斜視図である。
【図３】図３は、図１，２に示したプラグコネクタにおけるベースを示す斜視図であり、
（ａ）は基板実装面とは反対側を示し、（ｂ）は基板実装面側を示している。
【図４】図４は、図１，２に示したプラグコネクタにおけるプラグシェルおよびプラグシ
ェル装着フランジを示した斜視図であり、（ａ）は基板実装面とは反対側を示し、（ｂ）
は基板実装面側を示している。
【図５】図５は、図１，２のプラグコネクタに設けられた互いに長さの異なる３種類のプ
ラグコンタクトを示した斜視図である。
【図６】図６は、図１，２のプラグコネクタを単体で示しており、（ａ）は平面図であり
、（ｂ）は図６（ａ）中のＡ－Ａ線に沿う断面図であり、（ｂ）は図６（ａ）中のＢ－Ｂ
線に沿う断面図である。
【図７】図７は、図１，２に示したレセプタクルコネクタにおけるハウジングを示す斜視
図であり、（ａ）は基板実装面とは反対側を示し、（ｂ）は基板実装面側を示している。
【図８】図８は、図１，２に示したレセプタクルコネクタにおけるレセプタクルシェルお
よび装着フランジを示した斜視図であり、（ａ）は基板実装面とは反対側を示し、（ｂ）
は基板実装面側を示している。
【図９】図９は、図１，２のレセプタクルコネクタに設けられたレセプタクルコンタクト
を示した斜視図である。
【図１０】図１０は、図１，２のレセプタクルコネクタを単体で示しており、（ａ）は平
面図であり、（ｂ）は図１０（ａ）中のＣ－Ｃ線に沿う断面図であり、（ｃ）は図１０（
ａ）中のＤ－Ｄ線に沿う断面図であり、（ｄ）は図１０（ａ）中のＥ－Ｅ線に沿う断面図
である。
【図１１】図１１は、図１，２に示した電気コネクタにおいて、プラグコネクタに対して
レセプタクルコネクタを斜め方向から挿入しようとした様子を示した図であり、（ａ）は
斜視図であり、（ｂ）は側面図である。
【図１２】図１２は、図１，２に示した電気コネクタにおいて、プラグコネクタとレセプ
タクルコネクタを嵌合させ、接続した様子を示した図であり、（ａ）は側面図であり、（
ｂ）は背面図であり、（ｃ）は図１２（ｂ）中のＦ－Ｆ線に沿った断面図である。
【図１３】相互に挿抜可能に嵌合するプラグコネクタおよびレセプタクルコネクタからな
る従来の電気コネクタを示し、（ａ）は嵌合前の状態を示す斜視図であり、（ｂ）はレセ
プタクルコネクタをプラグコネクタに対して斜め方向から挿入しようとした様子を部分的
に断面で示した側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づき詳細に説明する。
【００１８】
　本実施形態の電気コネクタ１００は、図１および図２に示すように、相互に挿抜可能に
嵌合するプラグコネクタ２００とレセプタクルコネクタ３００とを備えている。使用時に
は、プラグコネクタ２００は図示しない基板上に実装され、レセプタクルコネクタ３００
は図示しない他の基板上に実装され、両基板同士を対向させてプラグコネクタ２００およ
びレセプタクルコネクタ３００同士を接続することで、これらの基板間を電気的に接続す
ることができるものである。
【００１９】
　なお、以下の説明では、便宜上、プラグコネクタ２００およびレセプタクルコネクタ３
００の、基板に実装される側を第１側または下側とし、その反対側を第２側または上側と
する。つまり、図１では、レセプタクルコネクタ３００の第１側または下面が示されると
ともに、プラグコネクタ２００の第２側または上面が示され、図２では、レセプタクルコ
ネクタ３００の第２側または上面が示されるとともに、プラグコネクタ２００の第１側ま
たは下面が示されている。
【００２０】
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　図１および図２に示すように、プラグコネクタ２００は主として、所要数のプラグコン
タクト２１０と、該所要数のプラグコンタクト２１０を挿抜方向（図１および図２中矢印
Ｘで示す方向）に沿って保持する電気絶縁性のベース２２０と、ベース２２０上に挿抜方
向に沿って立設されて所要数のプラグコンタクト２１０を纏めて囲繞する、囲い壁として
のプラグシェル２４０と、プラグシェル装着フランジ２６０とから構成されている。
【００２１】
　ベース２２０は、電気絶縁性の合成樹脂からなる部材であり、射出成形等で形成されて
いる。ベース２２０の材料としては、例えば液晶ポリマーやポリフェニレンスルファイド
、ポリブチレンテレフタレート、ポリアミド等が挙げられるが、これらに限定されない。
【００２２】
　ベース２２０は、図３に示すように、偏平な略直方体に形成されており、長手方向端部
間の中間部にはプラグシェル２４０の横断面形状と相似形となる外形を有し、プラグシェ
ル２４０の基端部内に嵌め込まれる段部２２１が形成されている。段部２２１の長手方向
両端部には、コネクタ同士の最終嵌合位置（図１２参照）にてレセプタクルコネクタ３０
０の後述するガイド突起３３７に対応する位置に形成され、該ガイド突起３３７を納める
収容溝２２２がそれぞれ形成されている。段部２２１の高さは、該最終嵌合位置にてレセ
プタクルコネクタ３００の後述する嵌合凸部３２０の上面（突端面）と当接する寸法に設
定されている。また、ベース２２０には、長手方向でみて収容溝２２２間の中間部を上下
に貫き、各々にプラグコンタクト２１０が挿入されて保持する所要数の挿入孔２２３が形
成されている。図示例では、横２列×縦１３行の合計２６個の挿入孔２２３が形成されて
いるが、挿入孔２２３の配置や個数は図示例に限定されない。
【００２３】
　また、図示例においては、ベース２２０の長手方向に延びる側面（長辺側側面）２２４
に、プラグシェル装着フランジ２６０を係止する係止爪２２５が形成されている。また、
ベース２２０の長手方向端部の上面２２６には、例えば電気機器や電子機器、通信機器等
の筐体壁面とプラグコネクタ２００の上面側とを固定する固定具２５０（図１参照）を収
容する固定具収容溝２２７が形成されている。ベース２２０の長手方向端部には、縦断面
略Ｔ字状の広幅貫通孔２２８と、該広幅貫通孔２２８につながり該広幅貫通孔２２８より
も幅が小さい狭幅貫通孔２２９とが形成されている。さらに、ベース２２０の長手方向両
端部の下面には、図３（ｂ）に示すように、大きさ（径）および／または形状が互いに異
なる位置決めピン２３０，２３１が形成されている。プラグコネクタ２００が実装される
基板に、該位置決めピン２３０，２３１に対応する穴を形成しておくことで、プラグコネ
クタ２００を該基板に正しい向きおよび位置で実装することができる。
【００２４】
　図４は、図１，２に示したプラグコネクタ２００におけるプラグシェル２４０およびプ
ラグシェル装着フランジ２６０を示している。本実施形態では、プラグシェル２４０およ
びプラグシェル装着フランジ２６０は導電性金属からなり、プレス加工等によって一体的
に成形されている。
【００２５】
　プラグシェル２４０は、ベース２２０の上面に対して垂直にプラグコンタクト２１０を
超える高さまで形成されている。プラグシェル２４０は、挿抜方向Ｘに直交する断面にて
略長方形であって対向する２つの短辺側側壁２４１，２４２と、対向する２つの長辺側側
壁２４３，２４４とを有して嵌合口２４５を形成している。対向する２つの長辺側側壁２
４３，２４４のうち一方２４３にのみ、短辺側側壁２４１，２４２に隣接した両端部を残
して他方の長辺側側壁２４４へ向けて傾斜壁部２４３ａを経て窪んだ凹面壁部２４３ｂが
形成されている。これにより、プラグシェル２４０の長手方向両端部には、対向する長辺
側側壁２４３，２４４間の距離が相対的に大きい拡幅部２４６が形成され、プラグシェル
２４０の長手方向両端部間の中間部には、対向する長辺側側壁２４３，２４４間の距離が
相対的に小さい縮幅部２４７が形成されている。
【００２６】
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　プラグシェル装着フランジ２６０は、ベース２２０の上面に沿って延びてプラグシェル
２４０を起立状態に支持する平坦壁２６１と、平坦壁２６１の側縁から垂下してベース２
２０の長辺側側面２２４に係止爪２２５によって係止される垂下壁２６２とからなり、平
坦壁２６１の長手方向端部には、上記固定具２５０を通す開口２６３と、ベース２２０の
広幅貫通孔２２８に対応するスリット２６４と、平坦壁２６１の一部を下方に切起こし形
成してベース２２０の狭幅貫通孔２２９内に挿入される弾性舌片２６５とが形成されてい
る。
【００２７】
　図５は、図１，２のプラグコネクタ２００に設けられた互いに長さの異なる複数種類、
図示例では３種類（ロングＬ１、ミドルＬ２、ショートＬ３）のプラグコンタクト２１０
を示している。各プラグコンタクト２１０は、銅等の導電性金属からなり、相手側コンタ
クトであるレセプタクルコンタクトに接触する接触部２１１と、ベース２２０の挿入孔２
２３に保持される保持部２１２と、基板に半田等を用いて接続される接続部２１３とを有
している。保持部２１２は、接続部２１３および接触部２１１よりも大きな幅を有して挿
入孔２２３内に圧入、保持される。
【００２８】
　図６は、図１，２のプラグコネクタ２００を単体で示しており、（ａ）は平面図であり
、（ｂ）は図６（ａ）中のＡ－Ａ線に沿う断面図であり、（ｂ）は図６（ａ）中のＢ－Ｂ
線に沿う断面図である。
【００２９】
　図６（ｂ）および（ｃ）から、ベース２２０の段部２２１がプラグシェル２４０の基端
部に嵌まり込んでいる様子が確認できる。また、図６（ｂ）に示すように、最長Ｌ１のプ
ラグコンタクト２１０は、長手方向において中央に配置され、最短Ｌ３のプラグコンタク
ト２１０は長手方向において端部側に配置され、中間長さＬ２のプラグコンタクト２１０
は、最長Ｌ１のプラグコンタクト２１０と最短Ｌ３のプラグコンタクト２１０の間に配置
されている。
【００３０】
　さらに、図６（ａ）および図６（ｂ）に示すように、プラグシェル装着フランジ２６０
のスリット２６４およびベース２２０の広幅貫通孔２２８には上方から接地片２５２が挿
入され、該広幅貫通孔２２８内に抜け止め保持されている。この接地片２５２は、プラグ
シェル装着フランジ２６０の平坦壁２６１から下方に向けて切り起こされた弾性舌片２６
５と弾性接触しており、接地片２５２の、ベース２２０の下面から突出する下端部を基板
のグランド回路に半田等で接続することで、プラグシェル２４０を接地させることができ
る。
【００３１】
　次いで、レセプタクルコネクタ３００について説明する。図１および図２に示すように
、レセプタクルコネクタ３００は主として、所要数（プラグコンタクト２１０と同数）の
レセプタクルコンタクト３１０と、該所要数のレセプタクルコンタクト３１０を挿抜方向
（図１および図２中矢印Ｘで示す方向）に沿って保持するとともに、プラグコネクタ２０
０のプラグシェル２４０に対応する形状を有し、該プラグシェル２４０内に嵌め込まれる
嵌合凸部３２０とを備えている。
【００３２】
　本実施形態では、嵌合凸部３２０は、レセプタクルコンタクト３１０を保持する電気絶
縁性のブロック部３３０と、該ブロック部３３０の側面を覆うレセプタクルシェル３４０
とで構成され、図７には、該ブロック部３３０を形成したハウジング３５０を示している
。図７（ａ）はハウジング３５０の、基板実装面とは反対側（上面側）を示し、（ｂ）は
ハウジング３５０の、基板実装面側（下面側）を示している。
【００３３】
　ハウジング３５０は、電気絶縁性の合成樹脂からなる部材であり、ブロック部３３０と
該ブロック部３３０を支持するベース部３６０とが射出成形等で一体的に形成されている
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。ハウジング３５０の材料としては、例えば液晶ポリマーやポリフェニレンスルファイド
、ポリブチレンテレフタレート、ポリアミド等が挙げられるが、これらに限定されない。
【００３４】
　ブロック部３３０は、略直方体に形成され、その側面が、対向する２つの短辺側側壁面
３３１，３３２と対向する２つの長辺側側壁面３３３，３３４とから構成されている。２
つの長辺側側壁面３３３，３３４のうちの一方３３３には、長手方向両端部を残して他方
の長辺側側壁面３３４に向けて傾斜面３３３ａを経て凹面部３３３ｂが形成されている。
したがって、ブロック部３３０は、長手方向両端部に拡幅部３３５を有するとともに、長
手方向両端部間の中間部に縮幅部３３６を有する。
【００３５】
　また、ブロック部３３０の拡幅部３３５である長手方向両端部の上面（プラグコネクタ
２００とレセプタクルコネクタ３００の最終嵌合状態にてプラグコネクタ２００の段部２
２１上面に対向する面）には、短辺に沿って２つのガイド突起３３７が形成されている。
各ガイド突起３３７はブロック部３３０の短辺に沿う方向を幅方向としてその幅方向両端
部に先細り形状とする斜面３３７ａが形成されるとともに、ブロック部３３０の長手方向
を向く側にも斜面３３７ｂが形成されている。よって、ガイド突起３３７は、略長方錐形
状または略截頭長方錐形状に形成されている。ガイド突起３３７の幅は、プラグシェル２
４０の縮幅部２４７の内法よりも僅かに小さい。
【００３６】
　ハウジング３５０のベース部３６０は、偏平な略直方体に形成されている。ベース部３
６０の長手方向に延びる側面３６１（長辺側側面）には、後述のレセプタクルシェル装着
フランジ３８０を係止する係止爪３６２が形成されている。ベース部３６０の長手方向端
部には、縦断面略Ｔ字状の広幅貫通孔３６３と、該広幅貫通孔３６３につながり該広幅貫
通孔３６３よりも幅が小さい狭幅貫通孔３６４とが形成されている。さらに、ベース部３
６０の長手方向両端部の下面には、大きさ（径）および／または形状が互いに異なる位置
決めピン３６６，３６７が形成されている。レセプタクルコネクタ３００が実装される基
板に、該位置決めピン３６６，３６７に対応する穴を形成しておくことで、レセプタクル
コネクタ３００を基板に正しい向きおよび位置で実装することができる。
【００３７】
　ハウジング３５０の長手方向両端部間には、ブロック部３３０およびベース部３６０を
上下に貫き、各々にレセプタクルコンタクト３１０が挿入されて保持する所要数の挿入孔
３５１が形成されている。図示例では、横２列×縦１３行の合計２６個の挿入孔３５１が
形成されているが、挿入孔３５１の配置や個数は図示例に限定されない。
【００３８】
　図８には、ハウジング３５０に被せられて固定されるレセプタクルシェル３４０および
レセプタクルシェル装着フランジ３８０が示されている。本実施形態では、レセプタクル
シェル３４０およびレセプタクルシェル装着フランジ３８０は導電性金属からなり、プレ
ス加工等によって一体的に成形されている。
【００３９】
　レセプタクルシェル３４０は、レセプタクルシェル装着フランジ３８０から起立し、ハ
ウジング３５０のブロック部３３０の全周を密着状態で取り囲む。レセプタクルシェル３
４０は、挿抜方向Ｘに直交する断面にて略長方形であって対向する２つの短辺側側壁面３
４１，３４２と対向する２つの長辺側側壁面３４３，３４４とを有する。対向する２つの
長辺側側壁面３４３，３４４のうち一方３４３には、短辺側側壁面３４１，３４２に隣接
した両端部を残して他方の長辺側側壁面３４４へ向けて傾斜面３４３ａを経て窪んだ凹面
部３４３ｂが形成されている。本実施形態では、ブロック部３３０をレセプタクルシェル
３４０で覆って嵌合凸部３２０（図１および図２参照）を構成しているので、レセプタク
ルシェル３４０の長辺側側壁面３４３，３４４は嵌合凸部３２０の長辺側側壁面を構成し
、レセプタクルシェル３４０の短辺側側壁面３４１，３４２が嵌合凸部３２０の短辺側側
壁面を構成するが、レセプタクルシェル３４０を設けない図示しない変形例では、ブロッ
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ク部３３０の長辺側側壁面３３３，３３４が嵌合凸部３２０の長辺側側壁面を構成し、ブ
ロック部３３０の短辺側側壁面３３１，３３２が嵌合凸部３２０の短辺側側壁面を構成す
ることになる。
【００４０】
　このようにして、嵌合凸部３２０の長手方向端部には、相対的に幅の広い拡幅部３２２
が形成され、嵌合凸部３２０の長手方向両端部間の中間部には、相対的に幅の狭い縮幅部
３２３が形成されている（図１参照）。嵌合凸部３２０の拡幅部３２２の幅は、プラグシ
ェル２４０の縮幅部２４７の幅（内法）よりも大きくかつプラグシェル２４０の拡幅部２
４６の幅（内法）よりも僅かに小さいので、嵌合凸部３２０の拡幅部３２２は、プラグシ
ェル２４０の縮幅部２４７内への進入が規制され、プラグシェル２４０の拡幅部２４６内
へのみ挿入可能である。
【００４１】
　図８に戻り、レセプタクルシェル装着フランジ３８０は、ベース部３６０の上面に沿っ
て延びてレセプタクルシェル３４０を起立状態に支持する平坦部３８１と、平坦部３８１
の側縁から垂下してベース部３６０の長辺側側面３６１に係止爪３６２によって係止され
る垂下部３８２とからなり、平坦部３８１の長手方向両端部には、ベース部３６０の広幅
貫通孔３６３に対応する横孔３８４と、平坦部３８１の一部を下方に切起こし形成してベ
ース部３６０の狭幅貫通孔３６４内に挿入される弾性舌片３８５とが形成されている。
【００４２】
　図９は、図１および図２のレセプタクルコネクタ３００に設けられたレセプタクルコン
タクト３１０を示している。レセプタクルコンタクト３１０は、銅等の導電性金属からな
り、二股形状をなしプラグコンタクト２１０の接触部２１１を受け入れて接触する接触部
３１１と、ハウジング３５０の挿入孔３５１に保持される保持部３１２と、基板に半田等
を用いて接続される接続部３１３とを有している。保持部３１２は、接触部３１１よりも
大きな幅を有して挿入孔３５１内に圧入、保持される。
【００４３】
　図１０は、図１，２のレセプタクルコネクタ３００を単体で示しており、（ａ）は平面
図であり、（ｂ）は図１０（ａ）中のＣ－Ｃ線に沿う断面図であり、（ｃ）は図１０（ａ
）中のＤ－Ｄ線に沿う断面図であり、（ｄ）は図１０（ａ）中のＥ－Ｅ線に沿う断面図で
ある。
【００４４】
　図１０（ｂ）および（ｃ）から、レセプタクルシェル３４０がハウジング３５０のブロ
ック部３３０の側面を覆っている様子が確認できる。また、図６（ｃ）に示すように、レ
セプタクルコンタクト３１０はハウジング３５０の挿入孔３５１内に圧入されている。
【００４５】
　また、図１０（ａ），（ｂ）および（ｄ）に示すように、レセプタクルシェル装着フラ
ンジ３８０の横孔３８４およびハウジング３５０のベース部３６０の広幅貫通孔３６３に
は上方から接地片３８８が挿入され、該広幅貫通孔３６３内に抜け止め保持されている。
この接地片３８８は、レセプタクルシェル装着フランジ３８０の平坦部３８１から下方に
向けて切り起こされた弾性舌片３８５と弾性接触しており、接地片３８８の、ベース部３
６０の下面から突出する下端部を基板のグランド回路に半田等を用いて接続することで、
レセプタクルシェル３４０を接地させることができる。
【００４６】
　このように構成された電気コネクタ１００を用いて図示しない２つの基板同士を電気的
に接続するには、まずプラグコネクタ２００を一方の基板上に位置決めピン２３０，２３
１による位置決め状態で配置し、プラグコンタクト２１０の接続部２１３を該基板の回路
に半田等を用いて接続し、同様に、レセプタクルコネクタ３００を他方の基板上に位置決
めピン３６６，３６７による位置決め状態で配置し、レセプタクルコンタクト３１０の接
続部３１３を該基板の回路に半田等を用いて接続する。そして図１１に示すように、例え
ば、レセプタクルコネクタ３００が実装された上記他の基板を上記一方の基板に対向させ



(10) JP 2019-29107 A 2019.2.21

10

20

30

40

50

、該一方の基板に実装されたプラグコネクタ２００の嵌合口２４５内にレセプタクルコネ
クタ３００の嵌合凸部３２０を挿入する。このとき、図１１に示すように、レセプタクル
コネクタ３００をプラグコネクタ２００に対して斜めに挿入しようとすると、レセプタク
ルコネクタ３００の嵌合凸部３２０の拡幅部３２２がプラグコネクタ２００のプラグシェ
ル２４０の縮幅部２４７の上端に当接して該縮幅部２４７内への進入が規制されるので、
レセプタクルコネクタ３００の斜め挿しによるプラグコンタクト２１０の折れ曲がりや破
損は防止される。
【００４７】
　図１２には、プラグコネクタとレセプタクルコネクタを嵌合させ、接続した様子を示し
ており、（ａ）は側面図であり、（ｂ）は背面図であり、（ｃ）は図１２（ｂ）中のＦ－
Ｆ線に沿った断面図である。特に図１２（ｃ）から、レセプタクルコネクタ３００のガイ
ド突起３３７がプラグコネクタ２００の段部２２１の収容溝２２２内に収容され、ブロッ
ク部３３０の突端面が段部２２１の上面に当接している様子が確認できる。
【００４８】
　また、本実施形態の電気コネクタ１００によれば、プラグコネクタ２００のプラグシェ
ル２４０は、閉断面形状を有するので、強度が高くプラグコンタクト２１０の十分な保護
機能を確保することができる。さらに、プラグシェル２４０を導電性金属で形成し、基板
のグランド回路に半田等で接続して接地させることで、シールド効果を得ることができる
。
【００４９】
　さらに、本実施形態の電気コネクタ１００によれば、プラグコネクタ２００のプラグシ
ェル２４０に拡幅部２４６および縮幅部２４７を形成するに際し、プラグシェル２４０の
対向する２つの長辺側側壁２４３，２４４のうち一方２４３にのみ凹面壁部２４３ｂを形
成するとともに、レセプタクルコネクタ３００の嵌合凸部３２０に拡幅部３２２および縮
幅部３２３を形成するに際し、嵌合凸部３２０の対向する２面の長辺側側壁面３４３，３
４４のうちの一方３４３にのみ凹面部３４３ｂを形成したので、左右非対称形状とするこ
とができ、プラグコネクタ２００とレセプタクルコネクタ３００の誤嵌合を防止すること
ができる。
【００５０】
　さらに、本実施形態の電気コネクタ１００によれば、プラグコネクタ２００のプラグシ
ェル２４０の拡幅部２４６と縮幅部２４７との間にシェル幅を徐々に増大する傾斜壁部２
４３ａを設けたので、図１１に示すようなプラグコネクタ２００とレセプタクルコネクタ
３００の相対位置関係から、レセプタクルコネクタ３００を正規の嵌合開始位置（プラグ
シェル２４０の拡幅部２４６と嵌合凸部３２０の拡幅部３２２とが一致する位置）までス
ライドさせる際に、嵌合凸部３２０の拡幅部３２２がプラグシェル２４０の拡幅部２４６
に突如に嵌まり込むのを防止することができ、レセプタクルコネクタ３００をプラグコネ
クタ２００にスムーズに嵌合させることできる。
【００５１】
　さらに、本実施形態の電気コネクタ１００によれば、嵌合凸部３２０の突端面の長手方
向端部にガイド突起３３７を設けたので、図１１に示すようなプラグコネクタ２００とレ
セプタクルコネクタ３００の相対位置関係から、レセプタクルコネクタ３００を正規の嵌
合開始位置までスライドさせる際に、ガイド突起３３７をプラグシェル２４０の縮幅部２
４７内に挿入してレセプタクルコネクタ３００をガイドすることでき、レセプタクルコネ
クタ３００をより一層スムーズにプラグコネクタ２００に嵌合させることができる。
【００５２】
　さらに、本実施形態の電気コネクタ１００によれば、ガイド突起３３７の幅方向端部に
先細りとする斜面３３７ａを設けたので、ガイド突起３３７をプラグシェル２４０内にス
ムーズに挿入することができる。
【００５３】
　さらに、本実施形態の電気コネクタ１００によれば、嵌合凸部３２０を、レセプタクル
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コンタクト３１０を保持する電気絶縁性のブロック部３３０と、該ブロック部３３０の側
面を取り囲む導電性材料からなるレセプタクルシェル３４０とで構成したので、このレセ
プタクルシェル３４０を基板のグランド回路に半田等で接続することで、シールド効果を
得ることができる。
【００５４】
　さらに、本実施形態の電気コネクタ１００によれば、所要数のプラグコンタクト２１０
として、互いに長さの異なる複数種類、図示例では３種類のプラグコンタクト２１０を用
いているので、レセプタクルコンタクト３１０との接触時間にズレを生じさせることがで
きる（シーケンス構造）。例えば、アース用コンタクト、電源用コンタクト、信号用コン
タクトの順に接触させることで、活線挿抜が可能になる。
【００５５】
　以上、図示例に基づき本発明を説明したが、本発明は上述の実施形態に限定されず、特
許請求の範囲の記載内で修正、変更および追加が可能である。例えば、実施形態では、囲
い壁を導電性金属からなるプラグシェル２４０で構成すると説明したが、囲い壁は絶縁性
材料、例えば絶縁性合成樹脂から形成してもよい。この場合、囲い壁は、ベース２２０と
同じ材料にてベース２２０の上面に一体的に形成することができる。勿論、囲い壁はベー
ス２２０とは別体として形成し、公知の結合手段（圧入、接着、ネジ等）を用いてベース
２２０と固定するようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００５６】
　本発明によれば、上記従来技術の問題を解消し、誤嵌合を防止でき、プラグコネクタお
よびレセプタクルコネクタを嵌合させる際に、コンタクトに損傷を与えることなくスムー
ズに嵌合でき、加えてプラグコンタクトの保護機能の高い電気コネクタを提供することが
できる。
【符号の説明】
【００５７】
　１００　電気コネクタ
　２００　プラグコネクタ
　２１０　プラグコンタクト
　２１１　接触部
　２１２　保持部
　２１３　接続部
　２２０　ベース
　２２１　段部
　２２２　収容溝
　２２３　挿入孔
　２２４　側面
　２２５　係止爪
　２２７　固定具収容溝
　２２８　広幅貫通孔
　２２９　狭幅貫通孔
　２３０，２３１　位置決めピン
　２４０　プラグシェル
　２４１，２４２　短辺側側壁
　２４３，２４４　長辺側側壁
　２４３ａ　傾斜壁部
　２４３ｂ　凹面壁部
　２４６　拡幅部
　２４７　縮幅部
　２５０　固定具
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　２５２　接地片
　２６０　プラグシェル装着フランジ
　２６１　平坦壁
　２６２　垂下壁
　２６３　開口
　２６４　スリット
　２６５　弾性舌片
　３００　レセプタクルコネクタ
　３１０　レセプタクルコンタクト
　３１１　接触部
　３１２　保持部
　３１３　接続部
　３２０　嵌合凸部
　３３０　ブロック部
　３３１，３３２　短辺側側壁面
　３３３，３３４　長辺側側壁面
　３３３ａ　傾斜面
　３３３ｂ　凹面部
　３３５　拡幅部
　３３６　縮幅部
　３３７　ガイド突起
　３３７ａ　斜面
　３４０　レセプタクルシェル
　３４１，３４２　短辺側側壁面
　３４３，３４４　長辺側側壁面
　３４３ａ　傾斜面
　３４３ｂ　凹面部
　３５０　ハウジング
　３６０　ベース部
　３６１　側面
　３６２　係止爪
　３６３　広幅貫通孔
　３６４　狭幅貫通孔
　３６６，３６７　位置決めピン
　３８０　レセプタクルシェル装着フランジ
　３８１　平坦部
　３８２　垂下部
　３８４　横孔
　３８５　弾性舌片
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